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第3章  立川をとりまく都市活動・交通の実態 

３－１．立川をとりまく人々の活動の実態 

 

立川をとりまく人々の活動を把握するためには、国が策定した首都圏基本

計画（業務核都市である立川市の広域的な位置づけ）、東京都が策定した東京

構想 2000（立川を多摩の核都市と位置づけ）、立川市が策定した基本計画や都

市計画マスタープランを踏まえた上で、活動実態を把握していくことが必要

です。 

国が第４次首都圏基本計画（昭和 61 年）を策定し、東京都区部の一極依存

構造を是正するため、立川市は業務核都市に指定され、業務核都市を中心に

自立都市圏を形成し多核多圏域型の地域構造として再構築し、地域相互の連

携の強化と地域の自立性の向上を図ることとされました。さらに、昭和 63 年

には多極分散型国土形成促進法が制定され、業務核都市の整備、国の行政機

関等の移転等が推進されてきました。 

東京都は平成 10 年に多摩の「心」育成・整備計画を策定し、立川は多摩の

「心」として位置づけられ、都市機能の強化や交通基盤の整備が進められて

きました。その後、都は「東京構想２０００」（平成 12 年）において、多摩

の「心」を「核都市」と名称変更し、核都市立川は、将来像を「多様な機能

がいきづく多摩の交流拠点」として、多摩地域の振興・活性化に向けた交流

拠点として育成・整備が進められてきました。 

立川市第３次基本計画（平成 22 年６月）では、多摩地域の中核都市として

多様な人々が訪れ交流する活力ある中心市街地をめざすことや多摩地域の拠

点にふさわしい魅力ある土地利用を図り、広域多摩の中核都市としての拠点

性を強化するとともに様々なパートナーシップによる地域経済の活性化に取

り組み、広域多摩の中核都市をめざすこととしています。 

また、立川市都市計画マスタープラン（平成 23 年３月）では、多摩地域の

文化・交流機能を担う新たな都市空間の創造を図るとともに、住居系市街地

においては、日常的な利便性向上、生活道路の整備、各駅周辺の基盤整備な

どによる交通利便性の向上など、住環境の改善に努め、良好な居住環境の形

成を図ることが記載されています。 

すなわち、立川をとりまく都市活動は、①業務核都市として首都圏（東京

都市圏）レベルの広がりをもった活動、②核都市立川を中心とする自立都市
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圏における活動、③市民等の日々の暮らしを支える活動などの３層構造が特

徴と考えられるため、この構造を仮説として置き、ＰＴ調査による人の活動

データ等により検証しました。 

 

❖  想定した３層構造のイメージ  

 

多摩地域の核となる立川では、広域から人が集まって行われる活動から、

自宅周辺の身近な範囲で行う活動まで、幅広い活動が行われています。 

これらの様々な活動を、活動の空間的な広がりでみると、 

 東京都区部、あるいは隣接県からの通勤・通学・買物・娯楽に集まる
などの「東京都市圏レベルの広域的な活動」 

 隣接市を含む範囲での通勤・通学や、立川駅・昭島駅・国立駅・玉川
上水駅・東大和市駅周辺へ買物や娯楽活動に出かけるなどの「隣接市

を含む自立都市圏における活動」 

 自宅を中心とする日々の買物やコミュニティ活動などの「日々の暮ら
しに必要な活動」 

の３つの階層に分けて整理します。 

 

 

 

立川市域 東京都区部方面

神奈川方面

青梅線沿線方面
≪第1層≫
東京都市圏
レベルの

広域的な活動

埼玉方面

山梨方面

≪第2層≫
隣接市を含む
自立都市圏に
おける活動

東大和市・小平市武蔵村山市

昭島市

日野市
国立市・国分寺市

≪第3層≫
日々の暮らしに
必要な活動

３層からなる活動のイメージ図

 
図 3-1活動の階層構造イメージ 

※東京都市圏とは、東京都、神奈川県、 

埼玉県、千葉県及び茨城県南部の区域 

 
※ 分析で用いている東京都市圏ＰＴ調査では、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県及び茨

城県南部の区域を調査対象としており、山梨県は区域に含まれていません。 
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首都圏の拠点として
行われる活動。

市域を跨ぎ、都市圏
内で行われる活動。

自宅を中心に日常生
活を営むために行わ
れる活動。

活動
Ｃ

活動
Ｂ

活動
Ａ

活動の例

東京都市圏
レベルの

広域的な活動

隣接市を含む
自立都市圏に
おける活動

日々の暮らしに
必要な活動

・区部の会社・学校へ通勤・通学
・神奈川から立川へ通勤
・区部の得意先へ営業に行く
・銀座、原宿へショッピングに行く
・山梨から立川へ買い物に来る
・隣接県等から国営昭和記念公園へ来る

・立川の西東京支社へ通勤
・玉川上水の学校へ通学
・立川駅前のデパートで買い物
・国立の喫茶店で友達とおしゃべり
・大型ショッピングセンターで買い物
・立川の病院で健康診断を受ける

・スーパーでの最寄品の買い物
・地域集会場でのサークル活動
・保育施設への送り迎え
・かかりつけ医への通院
・通所型介護施設でのケア
・近所の公園まで散歩

階 層 解 説

 

図 3-2 ３つの階層による都市活動の分類 
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❖  ＰＴ調査による３層構造の都市活動の特徴分析  

 

東京都市圏ＰＴ調査は、これまでに５回（S43,S53,S63,H10,H20）実施さ

れており、都市活動を「目的別」「代表交通手段別」に分析することが可能
※です。 

そのため、立川をとりまく３層構造の都市活動について、第２章で整理

した社会経済環境の変化を考慮しつつ、以下の視点で分析します。 

また、東日本大震災時に立川駅周辺でも認められた帰宅困難者対策につ

いて、ＰＴ調査データを用いて定量的に分析します。 

※３－１節は都市活動（活動内容）に関する実態把握であるため「目的」に着目して分析し、

３－２節は交通に関する実態把握であるため「代表交通手段」に着目して分析します。 

 

＜立川をとりまく３層構造の都市活動の実態把握＞ 

【階層①：東京都市圏レベルの広域的な活動】 

 階層①は、首都圏の拠点として行われる活動のため、立川と多摩地域、

東京都区部、神奈川県、埼玉県との行き来について、目的別に人の集中

度合いや移動量を把握します。 

 ・東京都市圏からみた立川市の位置づけ（人の集中度合い） 

 ・立川市を発着する「人の動き」（総移動量） 

 ・目的別の移動量 

【階層②：隣接市を含む自立都市圏における活動】 

  階層②は、市域を跨ぎ、自立都市圏内で行われる活動のため、まずは

自立都市圏の範囲を定義し、その自立都市圏内での行き来について、目

的別に人の集中度合いや移動量を把握します。 

・自立都市圏としての「立川都市圏」の範囲と人の移動の特徴 

・活動の場とその後背圏の関係分析（目的別の人の集中度合い） 

【階層③：日々の暮らしに必要な活動の実態等】 

  階層③は、自宅を中心に日常生活を営むために行われる活動のため、

日常的に自宅を中心に様々な活動を行っている子育て層や高齢者に着

目して活動実態を把握します。 

 ・子育て層や高齢者の活動範囲（グループヒアリング調査結果） 

 ・外出率、１人１日あたりのトリップ数、平均所要時間 
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【コラム】ＰＴ調査における７つの「移動目的」 

 

 ○ＰＴ調査の移動目的（都市活動の種類） 

・「通勤」、「通学」、「帰宅」、「私事」、「その他私事」、「業務」、「勤務・業務」 

 の７種類があります。 

・「通勤」は勤務先への（帰社を含む）移動です。 

・「通学」は学校への（帰校を含む）移動です。 

・「帰宅」は自宅への移動です。 

 

 ○「私事」と「その他私事」の違い 

  ・「私事」目的とは、“自宅から”下記の目的で移動することを言います。 

    －買物へ 

    －食事、社交、娯楽へ（日常生活圏内） 

    －観光、行楽、レジャーへ（日常生活圏外） 

    －通院（通所介護サービス(デイサービス)などを含む） 

    －その他の私用へ（塾、習い事など） 

    －送迎 

  ・「その他私事」目的とは、“自宅以外から”私事目的で移動することを 

言います。 

・「私事」目的は「自宅－私事」と言う場合があります。 

 

○「業務」と「勤務・業務」の違い 

  ・「業務」目的とは、“自宅から”下記の目的で移動することを言います。 

    －販売、配達、仕入れ、購入先へ 

    －打ち合わせ、会議、集金、往診へ 

    －作業、修理へ 

    －農林漁業作業へ 

    －その他の業務へ 

  ・「勤務・業務」目的とは、“自宅以外から”業務目的で移動することを 

言います。 

・「業務」目的は「自宅－業務」という場合があります。 
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❖  各階層の都市活動の特徴  

 

■ 階層①：東京都市圏レベルの広域的な活動 

立川市は、業務核都市に位置づけられており、東京都区部への一極依存型

構造の是正のため、業務機能をはじめとした諸機能の集積の核として機能し

ています。多摩地域や他県等の広域から人々が集まり業務活動が活発に行わ

れています。 

立川駅周辺には百貨店や様々な商業施設の集積が図られ、嗜好品やブラン

ド品の購入などのショッピング、国営昭和記念公園でのレジャーなどをはじ

めとする私事の活動のために、東京都区部、埼玉県、神奈川県、山梨県など

の広い範囲から人々が訪れています。 

反対に、通勤・通学を始め、大規模な商業施設が集積する地域等での買物

や芸術鑑賞など、都会的・文化的な体験を求めて、東京都区部で活動を行う

人も多くなっています。 

立川市内の広域防災基地は、南関東地域（東京都、埼玉県、千葉県、神奈

川県）に広域的な災害が発生した場合、人員・物資の緊急輸送の中継・集積

など災害応急対策活動の中枢を担う場となっています。立川市は、大規模な

災害時においても人々が集まり、活動する場になります。 

 

後背圏

東京都区部方面

神奈川方面

青梅線沿線方面

埼玉方面

山梨方面

立川

 

図 3-3 都市活動の圏域として広域的な広がりをもつ立川 
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《東京都市圏からみた立川市の位置づけ》                  

（業務目的の活動の場） 

○立川市は東京都市圏の中で業務目的（移動目的：業務、勤務・業務）のト

リップが多く集まる地域であり、活発な業務活動が行われています。 

○多摩地域では、立川市のほか、八王子市、武蔵野市等でも活発な業務活動

が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 業務目的の集中トリップの面積密度（H20） 
資料：東京都市圏 PT調査（H20） 

玉川上水 

立川 

西国分寺 国立 

昭島 

拝島 東大和市 

八王子 



第３章 立川をとりまく都市活動・交通の実態 

 

42 

（私事目的の活動の場） 

○立川市は東京都市圏の中で私事目的（移動目的：私事、その他私事）の

トリップが多く集まる地域であり、買物をはじめとする様々な生活に伴

う活動や余暇などの活動が活発に行われています。 

○多摩地域では、立川市のほか、八王子市、武蔵野市等でも活発な私事活

動が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 私事目的の集中トリップの面積密度（H20） 
資料：東京都市圏 PT調査（H20） 

玉川上水 

立川 

西国分寺 国立 

昭島 

拝島 東大和市 

八王子 

500未満
500～1000
1000～2500
2500～5000
5000～10000
10000以上
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《立川市を発着する「人の動き」》                      

立川市を発着する「人の動き」をみると、その移動量は年々増加傾向にあ

ります。立川市の人口は、昭和 63 年が約 15.1 万人、平成 20 年が約 17.3 万

人で、20 年間に約 2.2 万人の人口増となっていますが、活動量（トリップ数）

は、約 19 万トリップ（S63 年は約 73 万トリップ、H20 年は約 92 万トリップ）

も増加しています。 

増加している活動目的は、その他私事（回遊行動）が最も多く、20 年間で

約２倍に増加しています。また、通勤や私事（自宅からの買物や通院行動）

も、それぞれ約４割増加しています。 

 

109,478  (15.0%)  129,915  (15.4%)  140,609  (15.2%) 

68,820  (9.4%)  54,329  (6.4%)  49,184  (5.3%) 
19,070 (2.6%)  22,814 (2.7%) 19,126 (2.1%)
56,585 (7.8%)  60,786 (7.2%) 55,964 (6.1%)

102,559 (14.1%) 
135,978 (16.1%) 141,680 (15.4%)

74,063 (10.2%) 

98,300 (11.6%)
157,097 (17.0%)

298,769  (41.0%) 

343,554  (40.6%) 

359,103  (38.9%) 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

S63 H10 H20

帰宅 その他私事

私事 勤務・業務

業務 通学

通勤

[トリップ] 目的別発生集中量（立川市）

 

図 3-6 立川市を発着する「人の動き」 
資料：東京都市圏 PT調査（S63,H10,H20） 

 

 

【コラム】人の活動とトリップ数 

例えば、自宅からスーパーへ買物に行き、自宅へ帰る活動は「行き」と「帰り」

で２トリップとカウントされます。また、買物帰りに本屋に立ち寄ると１トリップ

増えます。よって、人口が約１万人増え、それぞれの人が１回外出したと考えると

２万トリップ増えることとなります。 

昭和 63 年から平成 20年の立川市の発着トリップ数は約 19万トリップ増えていま

すので、立川市には多くの人が仕事や買物で訪れ、また回遊行動をしている、とい

う特徴がＰＴ調査の結果より知ることができます。 

729,344 (100.0%) 

845,676 (100.0%) 

922,763 (100.0%) 

(人口 15.1 万人) (人口 15.9 万人) (人口 17.3 万人) 

S63→H20 

人口は約 2.2 万人増 

（1.14 倍） 

S63→H20 

トリップ数は約 19 万トリップ増

（1.24 倍） 
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《目的別の移動量》                            

 （全目的） 

立川市は、多摩地域内での行き来が多いほか、東京都区部との行き来も

多くなっています。神奈川県や埼玉県との行き来も伸びています。 

全目的で立川市を行き来する人の量を見ると、多摩地域（立川市外）との

行き来が約 36 万トリップと最も多く、次いで東京都区部が約 8万トリップと

なっています。埼玉県や神奈川県との移動はそれぞれ約 2万トリップです。 

伸び率でみると、神奈川県や埼玉県との行き来の伸び率が大きくなってお

り、主に南北方向との行き来が大きく伸びている様子が伺えます。 

 

 

 

埼玉県

神奈川県

東
京
都
区
部

多
摩
地
域
（立
川
市
外
）

17.9万
（1.37倍）

18.1万
（1.37倍）

1.3万
（1.90倍）

1.3万
（1.90倍）

4.2万
（1.46倍）

4.2万
（1.47倍）

1.2万
（1.67倍）

1.2万
（1.64倍）

全目的のトリップ

 
：２.５～５万トリップ

：５万トリップ以上
凡 例 ○○.○

（○.○○倍）
←H20発集量（トリップ）
←S63からの伸び率

 
図 3-7 立川市と他地域間との全目的の移動量（S63→H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（S63,H20） 

 
（通勤目的） 

通勤目的では、多摩地域内での行き来（特に立川市に来る人）が多く、

東京都区部とは立川市から働きに行く人が多くなっています。また、東京

都区部・埼玉県・神奈川県との行き来が伸びています。 

通勤目的では、立川市と多摩地域との行き来が多く通勤者が集まることか

ら、核都市としての吸引力が高まっていることがわかります。 

一方、立川市から東京都区部に働きに行く人も多いことから、東京都区部

との繋がりが強いことがわかります。 

 

※東京都市圏 PT 調

査では山梨県は調

査区域に含まれて

いません。 
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2.7万
（1.27倍）

埼玉県

神奈川県

東
京
都
区
部

4.0万
（1.22倍）

0.5万
（1.90倍）

0.2万
（1.80倍）

0.6万
（1.77倍）

1.7万
（1.32倍）

0.5万
（1.67倍）

0.1万
（1.37倍）

通勤（自宅から勤務先）トリップ

多
摩
地
域
（立
川
市
外
）

 
：１万～２万トリップ

：２万トリップ以上
凡 例 ○○.○

（○.○○倍）
←H20発集量（トリップ）
←S63からの伸び率

 
図 3-8 立川市と他地域間との通勤目的の移動（S63→H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（S63,H20） 

（私事目的） 

私事目的では多摩地域との行き来（特に立川市に来る人）が極めて多く

なっています。 

私事目的では、多摩地域から来る人が多く、多摩地域や立川市を中心と

した圏域の買物や娯楽の中心として人を集めていることが伺えます。 

また、埼玉県、神奈川県からの来訪者が伸びていることから、私事目的

でも広域的な活動の繋がりが強まっている（商圏が広がっている）と考え

られます。 

1.4万
（1.66倍）

埼玉県

神奈川県

東
京
都
区
部

3.3万
（1.73倍）

0.1万
（3.40倍）

0.1万
（2.66倍）

0.2万
（2.31倍）

0.3万
（2.44倍）

0.2万
（4.29倍）

0.0万
（1.28倍）

私事（自宅から買い物等）トリップ

多
摩
地
域
（立
川
市
外
）

 
：１万～２万トリップ

：２万トリップ以上
凡 例 ○○.○

（○.○○倍）
←H20発集量（トリップ）
←S63からの伸び率

 
図 3-9 立川市と他地域間との私事目的の移動（S63→H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（S63,H20） 
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（その他私事目的）回遊行動 

帰宅時の寄り道、ウィンドウショッピングなどのその他私事目的（回遊

行動）は、多摩地域との行き来が多くなっています。 

その他私事目的では、多摩地域から来る人が多く、埼玉県、神奈川県か

らの来訪者の伸び率も大きく増えています。 

2.3万
（2.07倍）

埼玉県

神奈川県

東
京
都
区
部

2.8万
（2.35倍）

0.1万
（4.65倍）

0.1万
（2.12倍）

0.4万
（1.95倍）

0.3万
（2.31倍）

0.1万
（20.10倍）

0.1万
（3.77倍）

その他私事（回遊行動）トリップ

多
摩
地
域
（立
川
市
外
）

 
：１万～２万トリップ

：２万トリップ以上
凡 例 ○○.○

（○.○○倍）
←H20発集量（トリップ）
←S63からの伸び率

 
図 3-10 立川市と他地域間とのその他私事目的の移動（S63→H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（S63,H20） 

（勤務・業務目的）就業者の外出・出張行動 

勤務・業務目的（就業者の外出・出張行動）は移動量に大きな変化はあ

りませんが、東京都区部や神奈川県との行き来が伸びています。 

勤務・業務目的では、東京都区部や神奈川県からの来訪者の伸び率が増

加しており、立川市に支社・取引先等の機能が高くなっていることが伺え

ます。 

1.2万
（0.93倍）

埼玉県

神奈川県

東
京
都
区
部

1.2万
（0.89倍）

0.1万
（1.28倍）

0.1万
（1.92倍）

0.5万
（1.54倍）

0.4万
（1.66倍）

0.0万
（0.91倍）

0.0万
（0.65倍）

勤務・業務（就業者の外出・出張行動）トリップ

多
摩
地
域
（立
川
市
外
）

 
：１万～２万トリップ

：２万トリップ以上
凡 例 ○○.○

（○.○○倍）
←H20発集量（トリップ）
←S63からの伸び率

 
図 3-11 立川市と他地域間との勤務・業務目的の移動（S63→H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（S63,H20） 
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【コラム】山梨県と立川市のつながり 

 

都市活動の定量的分析に用いた東京都市圏ＰＴ調査は、東京都、神奈川県、

埼玉県、千葉県、茨城県南部の範囲で実態調査が実施されているため、山梨県

は対象外となっています。 

 山梨県と立川市のつながりについて、立川観光協会による立川市都市型観光

推進マーケティング調査結果によれば、山梨県の居住者から見ると、立川市は

ショッピングの街としてのイメージが高いことが示されています。 

             表 3-1 立川市来訪経験者へのアンケート調査結果      （単位：％） 
国
営
昭
和
記
念
公
園
を
は
じ

め
緑
が
豊
か
で
あ
る

花
が
た
く
さ
ん
あ
る

歴
史
や
文
化
が
す
ば
ら
し
い

買
い
物
を
楽
し
め
る

最
新
の
流
行
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン

が
あ
る

交
通
の
便
が
良
い

飲
食
が
楽
し
め
る

ラ
ー

メ
ン
の
激
戦
区
で
あ
る

街
並
み
が
す
ば
ら
し
い

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い

い
い
宿
泊
施
設
が
あ
る

大
人
の
街
で
あ
る

独
特
の
雰
囲
気
が
あ
る

他
に
な
い
見
所
が
あ
る

そ
の
他

特
に
イ
メ
ー

ジ
は
な
い

全　体 100.0 67.7 13.9 4.4 39.6 6.5 40.8 28.5 17.2 7.1 18.3 2.1 4.8 10.8 1.7 2.9 7.7
地　域 埼玉県 25.0 74.8 18.0 5.0 37.6 4.8 37.6 31.2 16.4 9.6 19.2 2.0 6.0 14.8 1.2 1.6 6.8

東京都 25.0 73.2 14.0 3.0 41.6 4.4 38.0 30.0 20.0 5.6 18.4 2.4 3.6 7.6 0.8 3.6 8.4
神奈川県 25.0 67.6 16.4 3.0 26.4 5.2 32.0 24.0 16.8 6.4 16.4 1.6 4.8 10.4 2.8 4.0 9.6
山梨県 25.0 55.2 7.2 1.6 52.8 11.6 55.6 20.8 15.6 6.8 19.2 2.4 4.8 10.4 2.0 2.4 6.0  

資料：立川市都市型観光推進マーケティング調査事業報告書（H22.3） 

 また、ＪＲ東日本・八王子支社（営業エリアとして多摩地区から山梨地区を

管轄）では、山梨・多摩流動活性化プロジェクトチームを立ち上げ、地域活性

化に取り組んでいます。 

 

「山梨・多摩流動活性化」の取り組みを進めています！（JR 東日本の取り組み例） 

ＪＲ東日本八王子支社では、エリアを大きく二分する「山梨」と「多摩」相互間におい
てお客さまの流動を促進することが、地域の活性化にも寄与すると考え、2010 年 9 月よ
り支社内にプロジェクトを設置して取り組んでいます。 

１．「山梨から多摩へ」の取り組みについて 
（１）ポスターによるショッピング情報の発信 

2010 年 12 月より、当社グループ会社が運営する商業施設「ルミネ立川」「グ
ランデュオ立川」「エキュート立川」に関するショッピング情報について、ポスタ
ー「Happy TACHIKAWANews！」として月１～２回の頻度で作成し、山梨県内の駅に
掲出することでお客さまへの定期的な情報発信に取り組んでいます。 

（２）びゅう旅行商品の新規設定 
立川駅周辺へお買物に出かけるお客さまにお手ごろなびゅう旅行商品を新たに

設定しました。 

２．「多摩から山梨へ」の取り組みについて 
多摩地域のお客さまに、山梨の魅力をより広くご紹介し、お出かけいただくきっ
かけ作りを図るために、山梨産農産物販売と山梨観光ＰＲを組み合わせる形でイベ
ントを開催しました。 

資料：JR 東日本・八王子支社ＨＰ（H23.6記事） 
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【コラム】休日の活動 

東京都市圏ＰＴ調査は、平日の一日の活動に対する実態調査であり、休日の

調査は行っていません。 

 そのため、平成 17 年２月に実施した立川駅自由通路歩行者交通量調査の結果

より、立川駅自由通路の歩行者数の平日と休日の違いをみると、平日は朝と夕

方にピークをもつ特徴がある一方、休日は夕方に高いピークがあり、その交通

量は平日よりも多いことがわかります。 

 

《平日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《休日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12 歩行者通行量調査結果時間変動（平日・休日） 

出典：立川駅自由通路歩行者通行量調査、平成 17 年 3月 
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■ 階層②：隣接市を含む自立都市圏における活動 

立川市とその近隣市を一体の圏域として見た場合、この圏域内に住む人の

活動の約５割は当該圏域内で行われており、近隣市も含めた自立的な活動圏

域が形成されていることがわかります。 

自立的な活動圏域内には、立川駅周辺地域、昭島駅周辺地域、国立駅周辺

地域、玉川上水･東大和市駅周辺地域など、それぞれに特徴的な機能を持つ活

動の場があり、立川市域を越えた範囲で活動が行われています。 

これらの活動は東西方向の移動として JR 中央線や青梅線、西武拝島線、南

北方向の移動として多摩都市モノレールやJR南武線や路線バス網が支えてい

ます。 

自立都市圏内外の移動に着目した目的別の活動をみると、自立都市圏内で

の私事目的が約６割（自宅から買物等の私事が 66％、回遊行動のその他私事

が 59％）を、通勤目的が約３割（自宅からの通勤が 28％、外出等の勤務業務

が 32％）を占めており、全目的でも約５割を占めていることから、一定の都

市活動が自立都市圏内で完結していること、特に生活に関する私事目的での

完結性が高くなっていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-13 自立都市圏内外との目的別の移動割合（H20） 

資料：東京都市圏 PT調査（H20） 
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自立都市圏内での移動割合が多い私事目的について「人が集まる地域」を

分析したところ、立川駅周辺地域、昭島駅周辺地域、国立駅周辺地域、玉川

上水・東大和市駅周辺地域、若葉町地域に集中していることがわかりました。 

これら「人が集まる地域」は鉄道駅やバスターミナルがある地域であり、

自立都市圏内に張り巡らされている鉄道網や路線バス網がこれらの活動を支

えているものと考えられます。 

 

私事目的トリップの集中密度  ※図中の数字はＰＴ調査のゾーン番号を意味する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-14 立川都市圏での活動実態 
資料：東京都市圏 PT調査（H20） 
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立川駅周辺地域 

昭島駅周辺地域 

国立駅周辺地域 

玉川上水・東大和市駅

周辺地域 

若葉町地域

通院・買物などの私事目的の活動は、立川駅周辺地域、昭島駅周辺地域、国立駅周辺地

域、玉川上水・東大和市駅周辺地域、若葉町地域に集中している。 




